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製
造
業
を
中
心
に
急
速
な
経
済
成
長
を

遂
げ
る
ベ
ト
ナ
ム
は
、
一
方
で
、
農
林
水

産
物
の
輸
出
国
と
い
う
顔
を
持
っ
て
い

る
。
二
〇
〇
七
年
の
統
計
に
よ
る
と
、
ベ

ト
ナ
ム
の
総
輸
出
額
四
八
六
億
ド
ル
の
う

ち
、
農
林
水
産
物
の
輸
出
額
は
一
二
五
億

ド
ル
に
達
し
、
全
体
の
約
二
五
％
を
占
め

る
。
林
水
産
物
を
除
く
輸
出
で
は
、コ
メ
、

コ
ー
ヒ
ー
、
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
、
ゴ
ム
、

コ
シ
ョ
ウ
な
ど
が
重
要
な
品
目
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
世
界
に
お
け
る
輸
出
上
位
国
の

地
位
を
担
っ
て
い
る
。

　

貿
易
収
支
の
悪
化
に
直
面
す
る
ベ
ト
ナ

ム
に
と
っ
て
、
農
林
水
産
物
の
輸
出
は
外

貨
獲
得
と
農
家
所
得
向
上
の
両
面
を
図
る

手
段
と
し
て
そ
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て

き
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇
〇
八
年

の
穀
物
価
格
高
騰
に
際
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム

は
コ
メ
の
輸
出
規
制
を
行
っ
た
。
な
ぜ
で

あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
こ
の
素
朴
な
疑
問
に

答
え
る
こ
と
を
通
じ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
稲

作
経
済
と
コ
メ
輸
出
政
策
の
特
徴
を
論
じ

よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

以
下
で
は
、
ま
ず
ベ
ト
ナ
ム
稲
作
農
業

の
発
展
を
振
り
返
り
、
現
在
の
生
産
構
造

を
概
観
す
る
。
次
に
メ
コ
ン
デ
ル
タ
を
舞

台
と
し
た
コ
メ
流
通
と
輸
出
制
度
を
説
明

す
る
。
二
〇
〇
八
年
の
コ
メ
輸
出
規
制
で

は
世
界
か
ら
批
判
を
浴
び
た
ベ
ト
ナ
ム
だ

が
、
同
時
に
国
内
に
対
す
る
影
響
と
い
う

面
で
も
輸
出
規
制
の
問
題
が
浮
き
彫
り
と

な
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
コ
メ
輸
出

規
制
の
背
景
と
問
題
を
論
じ
、
最
後
に
将

来
の
展
望
を
ま
と
め
た
い
。

●
稲
作
農
業
の
発
展

　

ベ
ト
ナ
ム
北
部
に
お
け
る
稲
作
の
歴
史

は
古
い
。
紅
河
デ
ル
タ
丘
陵
で
稲
作
農
業

が
成
立
し
た
時
期
は
紀
元
前
に
ま
で
さ
か

の
ぼ
る
と
い
わ
れ
る
。
対
照
的
に
、
現
在

の
コ
メ
輸
出
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
南
部

メ
コ
ン
デ
ル
タ
で
水
田
開
発
が
始
ま
っ
た

の
は
、
た
か
だ
か
一
八
世
紀
に
入
っ
て
か

ら
で
あ
る
。
コ
メ
の
国
際
貿
易
と
い
う
点

か
ら
み
る
と
、
ベ
ト
ナ
ム
は
古
参
の
輸
出

国
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
し
、
新
参
の
輸

出
国
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
一
九
世
紀

後
半
、
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
か
ら
の
コ
メ
輸

出
量
は
、
タ
イ
や
ビ
ル
マ
の
そ
れ
に
匹
敵

し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
ジ
ア
植
民
地
に
向

け
て
盛
ん
に
コ
メ
が
輸
出
さ
れ
た
。
こ
の

時
期
は
、
メ
コ
ン
デ
ル
タ
で
大
規
模
な
農

業
開
発
が
進
ん
だ
時
期
と
も
重
な
る
。
し

か
し
、
二
度
の
世
界
大
戦
と
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
に
続
く
戦
乱
の
渦
中
で
、
ベ
ト
ナ
ム
は

コ
メ
の
国
際
市
場
か
ら
姿
を
消
し
た
。

　

南
北
ベ
ト
ナ
ム
統
一
後
、
社
会
主
義
国

家
と
し
て
再
出
発
し
た
も
の
の
、
集
団
化

経
済
の
下
で
の
稲
作
農
業
は
不
振
を
極
め

た
。
肥
料
や
資
材
の
不
足
だ
け
で
な
く
、

農
民
の
生
産
意
欲
が
集
団
化
に
よ
っ
て
阻

害
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

ド
イ
モ
イ
と
呼
ば
れ
る
改
革
開
放
政
策

は
、
ま
さ
に
こ
の
農
業
不
振
を
打
開
す
る

こ
と
を
一
つ
の
重
要
な
目
的
と
し
て
い

た
。
ド
イ
モ
イ
で
は
、（
一
）
自
由
競
争

を
基
本
と
す
る
市
場
経
済
へ
の
移
行
、

（
二
）
私
的
個
別
経
営
の
発
展
、（
三
）
国

際
関
係
の
改
善
と
対
外
的
開
放
の
促
進
、

と
い
う
方
向
性
が
基
本
原
則
と
し
て
打
ち

出
さ
れ
た
。
稲
作
農
業
の
文
脈
に
照
ら
し

て
い
う
と
、
個
別
農
家
に
対
す
る
農
地
利

用
の
配
分
と
利
用
権
の
明
確
化
、
配
給
制

度
か
ら
の
決
別
と
農
産
物
流
通
の
自
由

化
、
個
別
経
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
商
業
銀

行
や
技
術
普
及
組
織
の
設
立
な
ど
が
改
革

の
主
要
な
部
分
で
あ
る
。
こ
の
一
連
の
改

革
に
お
け
る
成
果
が
、
コ
メ
輸
出
の
再
開

と
い
う
形
と
な
っ
て
表
れ
る
の
で
あ
る
。

●
コ
メ
の
生
産
と
需
給
構
造

　

ベ
ト
ナ
ム
の
コ
メ
生
産
は
順
調
に
拡
大

し
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
輸
出
再
開
以

降
、
現
在
で
は
タ
イ
に
次
い
で
コ
メ
輸
出

国
第
二
位
の
座
を
争
う
ま
で
に
な
っ
た

（【
図
1
】）。
こ
う
し
た
コ
メ
生
産
の
拡
大

に
は
政
策
的
側
面
だ
け
で
は
な
く
、
技
術

的
側
面
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
紅
河
デ
ル
タ
で
は
水
利
開
発
の
歴
史

が
古
く
、
水
田
灌
漑
率
が
も
と
も
と
高

か
っ
た
こ
と
に
加
え
、灌
漑
設
備
の
復
旧
・

新
規
事
業
が
両
デ
ル
タ
で
大
規
模
に
進
め

ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
で
は
水
田
灌

漑
率
が
全
国
で
九
〇
％
を
超
え
る
水
準
に

ま
で
達
し
て
い
る
。
一
方
、
近
代
品
種
導

入
は
政
治
状
況
の
違
い
も
あ
っ
て
、
他
の

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
よ
り
遅
れ
て
開
始
さ
れ

た
。
し
か
し
、
国
内
で
の
新
品
種
選
抜
と

普
及
の
努
力
が
功
を
奏
し
、
改
革
以
降
の

単
収
の
高
い
伸
び
は
二
〇
〇
〇
年
代
に

入
っ
て
も
な
お
継
続
し
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
コ
メ
生
産
量
の
年
平
均
成
長
率
は
一

九
八
五
年
―
二
〇
〇
五
年
の
期
間
に
四
・

二
％
と
な
り
、
同
期
間
の
人
口
成
長
率
で

あ
る
一
・
七
％
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
農

業
政
策
の
転
換
と
稲
作
技
術
の
改
善
に

よ
っ
て
、
国
内
消
費
の
た
め
の
十
分
な
コ

メ
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
余
剰
分

が
輸
出
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
コ
メ
供
給
量
に
関

す
る
全
国
レ
ベ
ル
で
の
不
安
は
、
す
で
に

存
在
し
な
く
な
っ
た
と
い
っ
て
良
い
。
し

か
し
、
コ
メ
の
生
産
拡
大
が
各
地
域
で
一

様
に
進
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
。【
表
1
】

に
よ
る
と
、
コ
メ
の
生
産
量
は
南
北
両
デ

ル
タ
の
占
め
る
割
合
が
大
き
く
、
特
に
メ

コ
ン
デ
ル
タ
が
最
も
大
き
い
。
年
平
均
成

長
率
で
見
て
も
、
メ
コ
ン
デ
ル
タ
の
そ
れ

ベ
ト
ナ
ム
の
コ
メ
輸
出
規
制塚

田
和
也
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が
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
実
際
、
コ
メ

の
消
費
量
に
対
す
る
生
産
量
の
比
率
を
地

域
別
に
み
る
と
、
メ
コ
ン
デ
ル
タ
で
は
圧

倒
的
な
供
給
超
過
と
な
っ
て
い
る
の
に
対

し
て
、
他
の
地
域
で
は
需
給
が
ほ
ぼ
均
等

し
て
い
る
か
、
や
や
供
給
不
足
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
供
給
余
剰
の
地
理
的

差
異
を
受
け
て
、
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
か
ら

の
コ
メ
輸
出
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
全
て
が
メ

コ
ン
デ
ル
タ
で
生
産
さ
れ
た
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

　

メ
コ
ン
デ
ル
タ
に
お
け
る
コ
メ
の
生
産

費
は
依
然
と
し
て
低
い
た
め
、
一
般
的
な

国
際
価
格
で
も
輸
出
に
よ
っ
て
十
分
な
利

益
を
生
み
出

す
こ
と
が
で

き
る
。も
し
、

メ
コ
ン
デ
ル

タ
か
ら
の
輸

出
が
国
際
価

格
の
も
と
で

自
由
に
行
わ

れ
た
場
合
、
輸
出
の
拡
大
が
他
地
域
の
需

給
バ
ラ
ン
ス
や
国
内
価
格
上
昇
に
与
え
る

懸
念
は
、
決
し
て
小
さ
く
な
い
こ
と
が
想

像
で
き
る
。
ベ
ト
ナ
ム
は
コ
メ
輸
出
国
で

あ
り
な
が
ら
、
無
制
限
な
輸
出
拡
大
を
政

策
目
標
と
し
て
設
定
し
が
た
い
状
況
に
身

を
置
い
て
い
る
。
国

内
消
費
の
た
め
に
十

分
な
コ
メ
を
確
保
す

る
こ
と
と
、
輸
出
に

よ
る
外
貨
獲
得
や
農

家
所
得
の
向
上
と
が
、

状
況
に
応
じ
て
ト

レ
ー
ド
オ
フ
の
関
係

に
な
っ
て
い
る
た
め

で
あ
る
。

●
コ
メ
の
輸
出
制
度

　

国
内
向
け
供
給
量

の
確
保
に
対
す
る
懸

念
を
背
景
と
し
て
、

コ
メ
輸
出
の
再
開
当

初
、
ベ
ト
ナ
ム
は
コ

メ
輸
出
の
数
量
に
対

し
て
厳
格
な
規
制
を

実
施
し
て
き
た
。
具

体
的
に
は
、
生
産
と

消
費
の
予
測
に
基
づ

い
て
コ
メ
輸
出
数
量

を
決
定
し
、
そ
れ
を

国
営
輸
出
企
業
に
数

量
割
当
と
し
て
事
前

に
配
分
す
る
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。
コ
メ
輸
出
業
務
は
認
可

を
受
け
た
国
営
企
業
に
限
定
さ
れ
て
お

り
、
特
に
全
国
レ
ベ
ル
の
国
営
企
業
で
あ

る
北
部
の
ビ
ナ
フ
ー
ド
Ⅰ
、
お
よ
び
南
部

の
ビ
ナ
フ
ー
ド
Ⅱ
が
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
い
た
。
こ
れ
ら
の
規
制
に
は
、
コ
メ
輸

出
を
厳
格
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
お
い

て
、
国
内
向
け
の
供
給
量
を
確
保
す
る
と

い
う
政
策
意
図
が
あ
っ
た
。

　

コ
メ
の
生
産
量
が
拡
大
す
る
に
し
た

が
っ
て
、
輸
出
業
務
の
規
制
は
徐
々
に
緩

和
さ
れ
て
き
た
。
一
九
八
八
年
に
は
民
間

と
外
資
の
輸
出
業
務
参
入
が
認
め
ら
れ
、

ま
た
、
二
〇
〇
一
年
に
は
個
別
数
量
割
当

が
廃
止
さ
れ
た
、
同
時
に
、
輸
出
企
業
の

参
入
も
認
可
制
か
ら
登
録
制
へ
と
移
行
し

て
い
る
。
コ
メ
輸
出
に
関
す
る
事
前
の
規

制
は
、
形
の
上
で
は
存
在
し
な
く
な
っ
た

と
い
え
る
。
そ
れ
で
は
コ
メ
輸
出
が
完
全

に
自
由
化
さ
れ
た
か
と
い
う
と
、
必
ず
し

も
そ
う
で
は
な
い
。
現
在
で
も
、
政
府
は

年
初
に
年
間
の
輸
出
数
量
を
決
定
し
て
い

る
。
一
九
九
〇
年
代
と
の
相
違
点
は
、
現

在
の
規
制
が
輸
出
総
量
に
関
す
る
も
の
で

あ
り
、
各
輸
出
企
業
に
対
す
る
事
前
の
数

量
割
当
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点

で
あ
る
。

　

輸
出
総
量
規
制
を
理
解
す
る
た
め
に
、

コ
メ
輸
出
の
制
度
配
置
を
簡
略
化
し
て
示

し
た
も
の
が
【
図
2
】
で
あ
る
。
輸
出
総

量
規
制
に
か
か
わ
る
主
体
は
、
図
の
右
半

分
に
示
さ
れ
て
い
る
。
農
業
・
農
村
開
発

省
は
、
お
も
に
生
産
と
消
費
の
動
向
に
関

す
る
情
報
を
収
集
し
需
給
予
測
を
行
う
。

商
工
省
は
輸
出
全
般
を
監
督
す
る
と
と
も

に
、
通
関
手
続
き
を
通
し
て
輸
出
数
量
を

把
握
す
る
立
場
に
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
食
糧

協
会
は
コ
メ
輸
出
企
業
が
会
員
と
な
っ
て

構
成
さ
れ
る
業
界
団
体
で
あ
り
、
コ
メ
輸

図1　コメの生産量、輸出入、および一人当たり生産量

（出所）United States Department of Agriculture (USDA), Foreign Agricultural Service, Production, Supply and 
Distribution Online (http://www.fas.usda.gov/psdonline/psdhome.aspx).

表1　地域別にみたコメ生産量、作付面積および単収
2005年 1985－2005年（年平均成長率）

生産量
（1,000トン）

作付面積
（1,000ha）

単収
（トン/ha/一期作）

生産量
（％）

作付面積
（％）

単収
（％）

紅河デルタ地域 6,184 1,139 5.4 3.67 0.63 3.03
北東部山間地域 2,537 556 4.6 2.58 －0.84 3.45
北西部山間地域 543 153 3.6 3.86 0.29 3.54
中北部沿岸地域 3,170 675 4.7 3.79 －0.24 4.04
中南部沿岸地域 1,759 372 4.7 1.20 －0.63 1.85
中部高地地域 717 192 3.7 4.84 1.97 2.82
南東部地域 1,625 417 3.9 2.24 0.22 2.02
メコンデルタ地域 19,299 3,826 5.0 5.31 2.69 2.54
全国 35,833 7,329 4.9 4.16 1.25 2.88

（出所）General Statistics Office of Vietnam, Statistical Yearbook of Vietnam, various years.
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出
を
行
う
た
め
に
は
、
こ
の
ベ
ト
ナ
ム
食

糧
協
会
の
会
員
と
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
三
者
が
協
議
し
て
首
相
府
に
報

告
を
行
い
、
年
間
の
輸
出
数
量
が
決
定
さ

れ
る
。

　

事
前
の
個
別
数
量
割
当
は
存
在
し
な
い

た
め
、
各
輸
出
企
業
は
、
基
本
的
に
早
い

者
勝
ち
の
状
況
下
で
輸
出
競
争
を
行
う
こ

と
に
な
る
。
た
だ
し
、
輸

出
企
業
は
ベ
ト
ナ
ム
食
糧

協
会
に
輸
出
契
約
を
提
出

し
て
許
可
を
受
け
な
け
れ

ば
通
関
手
続
き
に
入
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
通
常
、

こ
の
輸
出
許
可
は
自
動
的

に
な
さ
れ
る
も
の
の
、
そ

の
時
点
ま
で
の
輸
出
状
況

に
応
じ
て
政
府
が
必
要
と

判
断
し
た
場
合
は
、
こ
の

手
続
き
に
制
限
を
か
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ

ち
、
輸
出
契
約
総
量
が
当

初
の
決
定
数
量
に
迫
る
よ

う
な
場
合
に
は
、
政
府
は

ベ
ト
ナ
ム
食
糧
協
会
に
対

し
て
、
新
規
の
輸
出
契
約

を
許
可
し
な
い
よ
う
に
指

導
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

実
際
、
二
〇
〇
八
年
の
輸

出
規
制
も
、
ベ
ト
ナ
ム
食

糧
協
会
へ
の
指
導
と
、
ベ

ト
ナ
ム
食
糧
協
会
か
ら
輸

出
企
業
へ
の
通
達
と
い
う

形
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
方
法
に
よ

り
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
コ
メ
生
産
の
拡
大
が

続
い
て
い
る
現
在
で
も
、
輸
出
総
量
に
関

し
て
一
定
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
な
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

現
在
の
総
量
規
制
は
、
出
口
で
あ
る
門

の
開
閉
に
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

国
内
消
費
向
け
の
供
給
に
不
安
が
な
い
状

況
で
は
門
が
完
全
に
開
放
さ
れ
て
お
り
、

輸
出
業
者
は
自
由
に
輸
出
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。
個
別
企
業
に
対
す
る
規
制
が
存

在
し
な
い
た
め
、
輸
出
企
業
間
の
競
争
が

阻
害
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
利
点
が

存
在
す
る
。
一
方
、
輸
出
契
約
総
量
が
あ

ら
か
じ
め
決
定
さ
れ
た
数
量
に
到
達
す
る

か
、
国
内
向
け
の
供
給
に
不
安
が
生
じ
る

状
況
で
は
門
は
完
全
に
閉
じ
ら
れ
る
。
い

つ
門
が
閉
じ
ら
れ
る
か
は
、
輸
出
総
量
の

全
体
状
況
に
依
存
し
て
決
定
さ
れ
る
た

め
、
個
別
の
輸
出
企
業
が
直
面
す
る
不
確

実
性
は
高
ま
っ
た
と
い
え
る
。
全
て
の
輸

出
企
業
が
な
る
べ
く
門
の
閉
ざ
さ
れ
る
前

に
輸
出
を
行
お
う
と
努
力
す
れ
ば
、
実
際

に
輸
出
総
量
規
制
が
発
動
さ
れ
る
状
況
を

早
期
に
招
い
て
し
ま
う
。
こ
う
し
た
状
況

は
、
結
果
的
に
、
年
間
を
通
じ
て
国
際
価

格
の
変
動
に
対
応
す
る
余
地
を
制
限
す
る

こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

　

さ
て
、
二
〇
〇
八
年
の
輸
出
規
制
を
議

論
す
る
前
に
、
こ
こ
で
、
簡
単
に
国
内
流

通
に
も
触
れ
て
お
こ
う
。
図
2
の
左
半
分

は
、
メ
コ
ン
デ
ル
タ
に
お
け
る
流
通
構
造

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
通
常
、
コ
メ
の

生
産
地
流
通
は
、
零
細
な
民
間
業
者
に

よ
っ
て
担
わ
れ
て
お
り
、
流
通
の
多
段
階

性
が
も
た
ら
す
流
通
マ
ー
ジ
ン
の
大
き
さ

が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
複
雑
な

流
通
過
程
が
存
在
す
る
こ
と
で
、
品
種
や

品
質
の
異
な
る
コ
メ
が
流
通
段
階
で
混
入

し
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
現
在
、
コ
メ
の
契
約
栽
培
の
推
奨

や
品
質
指
導
に
よ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
輸

出
さ
れ
る
コ
メ
の
品
質
は
か
つ
て
に
比
べ

る
と
大
き
く
改
善
し
て
い
る
が
、
タ
イ
の

コ
メ
に
比
べ
る
と
い
ま
だ
同
一
の
グ
レ
ー

ド
で
国
際
価
格
が
や
や
低
い
水
準
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
一
方
、
省
や
地
域
を
ま
た

ぐ
国
内
の
遠
隔
地
流
通
は
、
は
る
か
に
大

規
模
な
民
間
業
者
が
担
っ
て
い
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
国
内
流
通
は
ほ
ぼ
完
全
に

自
由
化
さ
れ
て
お
り
、
国
内
市
場
価
格
に

対
す
る
直
接
的
な
統
制
が
存
在
し
な
い
こ

と
も
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
短
期
的
な
コ

メ
の
国
内
需
給
は
、
も
っ
ぱ
ら
出
口
で
あ

る
輸
出
総
量
規
制
の
み
に
よ
っ
て
調
整
さ

れ
て
い
る
と
い
え
る
。

●
国
際
価
格
の
高
騰
と
輸
出
規
制

　

二
〇
〇
八
年
は
、
コ
メ
の
国
際
市
場
に

お
い
て
急
激
な
価
格
上
昇
と
そ
の
後
の
急

落
を
経
験
し
た
年
で
あ
る
。
コ
メ
価
格
が

安
定
的
な
水
準
に
あ
っ
た
二
〇
〇
七
年
一

月
か
ら
ピ
ー
ク
の
二
〇
〇
八
年
五
月
ま
で

に
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
コ
メ
輸
出
価
格
は

三
・
三
倍
に
跳
ね
上
が
っ
た
。
そ
う
し
た

な
か
、
ベ
ト
ナ
ム
は
二
〇
〇
八
年
三
月
に

コ
メ
の
輸
出
を
一
時
的
に
停
止
し
、
こ
の

輸
出
規
制
は
価
格
が
下
落
し
つ
つ
あ
っ
た

七
月
に
な
る
ま
で
継
続
さ
れ
た
。
こ
こ
で

注
意
す
べ
き
点
は
、
既
存
契
約
に
基
づ
く

輸
出
や
政
府
間
契
約
に
基
づ
く
輸
出
は
停

止
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
輸

出
規
制
の
時
期
に
も
、
価
格
が
成
立
し
て

い
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム

図2　コメの流通構造と輸出制度

（出所）筆者作成
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は
政
府
間
契
約
の
比
重
が
比
較
的
大
き
い

と
さ
れ
、
現
在
の
主
な
輸
出
相
手
国
で
あ

る
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ラ
ク
、
キ
ュ
ー
バ
な

ど
へ
の
輸
出
で
も
政
府
間
契
約
が
か
な
り

の
割
合
を
占
め
て
い
る
と
さ
れ
る
。
た
だ

し
、
近
年
で
は
、
省
レ
ベ
ル
の
国
営
企
業

や
民
間
企
業
を
中
心
に
、
商
業
ベ
ー
ス
で

の
輸
出
も
か
な
り
の
量
に
上
っ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
八
年
の
輸
出
規
制
は
、
年
の
早

い
段
階
で
発
動
さ
れ
た
た
め
、
過
去
に
実

施
さ
れ
て
き
た
輸
出
規
制
と
は
や
や
様
相

を
異
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
過
去
の
輸

出
規
制
で
は
、
輸
出
契
約
総
量
が
そ
の
年

の
決
定
数
量
に
達
し
た
年
後
半
に
実
施
さ

れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、

二
〇
〇
八
年
の
輸
出
規
制
は
、
国
際
価
格

の
急
激
な
上
昇
に
よ
っ
て
、
コ
メ
輸
出
が

一
気
に
増
加
す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
の

予
防
的
な
意
味
合
い
が
強
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
事
実
、
国
内
の
生
産
状
況
は
良

好
で
あ
り
、
国
内
需
給
が
た
だ
ち
に
逼
迫

し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
国
内
価
格
は
上
昇
し
た
。
ハ
ノ
イ

に
お
け
る
白
米
小
売
価
格
は
、
二
〇
〇
七

年
一
月
か
ら
ピ
ー
ク
ま
で
に
二
・
三
倍
へ

と
上
昇
し
た
。
輸
出
規
制
を
課
す
こ
と
は

国
消
費
向
け
の
供
給
を
担
保
す
る
こ
と
に

等
し
い
か
ら
、
本
来
、
輸
出
規
制
に
よ
っ

て
国
内
価
格
は
安
定
す
る
は
ず
で
あ
る
。

実
際
に
は
、
市
場
の
一
部
で
パ
ニ
ッ
ク
買

い
や
投
機
的
な
取
引
が
起
こ
り
国
内
価
格

も
上
昇
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

ベ
ト
ナ
ム
の
消
費
者
に
と
っ
て
食
料
不
安

が
い
ま
だ
現
実
的
な
問
題
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
る
こ
と
の
裏
返
し
で
あ
る
と
も
い

え
る
。
し
た
が
っ
て
、
輸
出
規
制
の
存
在

は
あ
る
程
度
正
当
化
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
正
確
な
情
報

伝
達
や
投
機
的
取
引
の
規
制
な
ど
、
他
の

国
内
措
置
を
組
み
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
二
〇
〇
八
年

の
輸
出
規
制
は
年
の
早
い
段
階
で
予
防
的

に
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
っ

た
。
十
分
な
輸
出
契
約
が
締
結
さ
れ
て
お

ら
ず
新
規
輸
出
も
停
止
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
低
品
質
な
コ
メ
を
中
心
に
国
内
の
買

い
上
げ
が
滞
り
、
生
産
農
家
の
な
か
に
は

苦
境
に
陥
る
も
の
も
現
れ
た
。
そ
れ
ま
で

の
輸
出
規
制
で
は
、
新
規
輸
出
が
停
止
さ

れ
て
も
、
既
存
契
約
に
基
づ
く
輸
出
が
順

調
に
進
み
、
コ
メ
の
買
い
上
げ
に
は
支
障

が
生
じ
な
い
ケ
ー
ス
も
多
か
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
、
予
防
的
な
輸
出
規
制
に
お
い

て
は
、
国
内
の
生
産
農
家
に
も
少
な
か
ら

ぬ
影
響
が
出
た
。
そ
の
反
動
か
ら
か
、
輸

出
規
制
が
解
除
さ
れ
て
以
降
、
政
府
は
輸

出
用
の
コ
メ
買
い
上
げ
を
促
進
す
る
た

め
、
輸
出
企
業
に
対
し
て
早
期
に
輸
出
契

約
を
結
ぶ
よ
う
促
し
、
金
融
面
で
の
支
援

を
行
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

　

輸
出
規
制
の
実
施
に
よ
っ
て
、
世
界
か

ら
批
判
を
浴
び
た
ベ
ト
ナ
ム
で
あ
る
が
、

国
内
の
輸
出
企
業
や
生
産
農
家
か
ら
も
批

判
が
ま
き
起
こ
っ
た
。
国
際
価
格
が
高
い

時
期
に
輸
出
規
制
を
実
施
し
た
こ
と
は
、

機
会
損
失
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
主
張
で

あ
る
。
確
か
に
、
あ
と
か
ら
振
り
返
っ
て

み
れ
ば
、
二
〇
〇
八
年
の
ベ
ト
ナ
ム
に
お

け
る
輸
出
規
制
は
や
や
過
剰
反
応
で
あ
っ

た
と
い
う
評
価
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

し
か
し
、
本
質
的
な
問
題
は
、
国
際
価
格

の
高
騰
が
い
つ
ま
で
続
く
か
分
か
ら
な
い

状
況
の
も
と
で
、
国
内
向
け
供
給
を
確
保

し
国
内
市
場
を
安
定
化
さ
せ
る
た
め
の
選

択
肢
が
、
事
実
上
、
輸
出
規
制
の
み
に
限

定
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
え

る
。

●
今
後
の
展
望

　

一
九
九
〇
年
代
以
降
の
ベ
ト
ナ
ム
に
お

け
る
稲
作
農
業
の
発
展
は
、
輸
出
機
会
の

拡
大
に
牽
引
さ
れ
て
き
た
面
が
あ
り
、
今

後
も
輸
出
国
と
し
て
の
立
場
を
維
持
し
て

い
く
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
ベ

ト
ナ
ム
が
完
全
に
自
由
な
コ
メ
輸
出
に
コ

ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
は
あ
り
そ
う
に
な
い
。

現
在
の
貿
易
体
制
の
も
と
で
は
輸
出
国
が

そ
の
よ
う
な
義
務
を
負
っ
て
い
な
い
こ
と

も
一
つ
の
要
因
で
は
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
よ
り
重
要
な
側
面
と
し
て
、
ベ
ト
ナ

ム
自
身
が
コ
メ
を
主
食
と
す
る
大
消
費
国

で
あ
る
と
い
う
事
実
を
無
視
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
国
内
向
け
の
供
給
不
安
が
生

じ
う
る
か
ぎ
り
、
何
ら
か
の
形
で
の
輸
出

に
対
す
る
規
制
は
存
続
し
続
け
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
経
済
が
発
展
し

て
消
費
者
の
食
料
価
格
高
騰
に
対
す
る
懸

念
が
小
さ
く
な
れ
ば
、
輸
出
規
制
を
行
う

必
要
性
も
低
下
す
る
。
ま
た
、
今
後
の
稲

作
農
業
の
発
展
に
よ
っ
て
さ
ら
な
る
供
給

余
剰
が
生
み
出
さ
れ
れ
ば
、
輸
出
促
進
に

対
す
る
政
策
の
優
先
順
位
が
高
ま
る
で
あ

ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
が
コ
メ

輸
出
国
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
な
振
る
舞

い
を
す
る
か
は
、
政
策
担
当
者
の
時
々
の

判
断
と
い
う
よ
り
は
、
全
般
的
な
経
済
発

展
の
あ
り
よ
う
に
規
定
さ
れ
る
面
が
強
い

と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
で
、
国
内
向
け
供
給
の
確
保
を
、

輸
出
総
量
規
制
の
み
に
よ
っ
て
実
現
す
る

状
況
は
、
今
後
改
善
が
図
ら
れ
て
い
く
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
近
年
、
ベ
ト
ナ
ム
は

メ
コ
ン
デ
ル
タ
地
域
を
中
心
に
、
コ
メ
の

貯
蔵
能
力
の
増
強
を
図
っ
て
お
り
、
輸
出

企
業
に
対
し
て
も
一
定
の
貯
蔵
能
力
を
備

え
る
こ
と
を
求
め
る
政
策
的
方
向
を
打
ち

出
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
生
産
農
家

か
ら
の
コ
メ
買
い
上
げ
能
力
を
増
強
す
る

と
同
時
に
、
緩
衝
在
庫
に
よ
っ
て
国
際
市

場
へ
の
出
口
で
あ
る
門
を
閉
ざ
さ
な
い
よ

う
に
す
る
可
能
性
を
模
索
し
た
も
の
と
い

え
る
。
輸
出
総
量
規
制
の
発
動
を
抑
え
る

こ
と
は
、
個
別
の
輸
出
企
業
が
直
面
す
る

不
確
実
性
を
減
ら
し
、
国
際
価
格
の
変
動

に
対
応
で
き
る
余
地
を
広
げ
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
努
力
は
、
国
際
市

場
に
対
す
る
コ
メ
の
安
定
供
給
と
い
う
面

で
も
好
ま
し
い
影
響
を
も
た
ら
す
も
の
と

期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
つ
か
だ　
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）




